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基本的な進路指導の流れ（高等部）

令和２年度 公立特別支援学校高等部卒業生の

進路状況について

１．特別支援学校高等部本科の卒業生

卒業生数 １，０５８人

【主な進路先】

就職 ３８２人（36.1％）

福祉施設等 ５８５人（55.3％）

［うち就労系障害福祉サービス支援事業利用

２５７人（24.3％）］

進学等 ２０人（1.9％）

在家庭等 ５３人（5.0％）

その他 １８人（1.7％）
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令和２年度 公立特別支援学校高等部卒業生の

進路状況について

２．主な就職先の産業種

卸売業・小売業 ９６人（25.1％）

製造業 ５１人（13.4％）

サービス業 ５０人（13.1％）

運輸業・郵便業 ４２人（11.0％）

医療・福祉（介護）３６人（9.4％）

宿泊業・飲食サービス業

２８人（7.3％）

過去３年間の各年度卒業生の進路状況

平成30年度 令和元年度 令和２年度

卒業生数 １，０３２人 ９８５人 １，０５８人

就職 422人 40.9% 359人 36.4% 382人 36.1%

福祉施設等

539人

その内

就労系障害福祉

サービス利用

264人

52.2% 563人

その内

就労系障害福祉

サービス利用

245人

57.1% 5８5人

その内

就労系障害福祉

サービス利用

257人

55.3%

進学等 17人 1.7% 22人 2,2% 11人 1.0%

在家庭等 42人 4.1% 30人 3.0% 53人 5.0%

その他 12人 1.2% 11人 1.1% 18人 1.7%
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代表的な離職理由

●就労意欲の低下

例：業務内容とのミスマッチにより就労意欲が減退（多数）

通勤時間の負担感から離職

●人間関係・コミュニケーションの課題

例：職場の方とのコミュニケーション・人間関係がうまくいかず離職（多数）

●職場への不適応

例：職場で問題をおこし離職

●別の職種に転職

例：条件のよい他の職種を希望し転職、スキルアップを目的に他の職種に転職

●その他

例：生活面の課題、社会的問題行動、健康面の影響、会社の都合、家庭の事情

コロナの影響、県外へ転居、自己都合、試用期間の終了 等


